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□開催日時：令和６年７月18日（木）

9:00～10:50

□開催方法：対面・WEB(ウェブ）会議併用

会議会場：徳島河川国道事務所 ５階会議室

□出席委員：14名(WEB参加含む）

□一般傍聴：２名

吉野川学識者会議 委員名簿

※鎌田磨人委員、松村豊大委員は、所用により欠席となりました。

氏 名 専 門 分 野 所 属

岡村 未対 地盤工学 愛媛大学大学院 教授

角道 弘文 農業水利 香川大学創造工学部 教授

鎌田 磨人 生態系管理（生態学） 徳島大学大学院 教授

河口 洋一 魚類学 徳島大学大学院 准教授

木下 覺 植物分類学 徳島県植物誌研究会 会長

金原 祐樹 文化史・文化財 徳島県立文書館 館長

上月 康則
水環境

（環境工学・生態系工学）
徳島大学環境防災研究センター 教授

柴折 史昭 鳥類 徳島希少鳥類研究会 事務局長

氏 名 専 門 分 野 所 属

田中 俊夫 地域福祉 徳島大学人と地域共創センター 教授

田村 隆雄 治水計画（森林水文学） 徳島大学大学院 准教授

中野 晋
沿岸域工学・地盤工学

地震工学・防災対策（地震）
徳島大学 特命教授

平井 松午 歴史地理学・歴史ＧＩＳ 徳島大学 名誉教授

松村 豊大 地域経済 徳島文理大学 教授

武藤 裕則 洪水防御（河川工学・水理学） 徳島大学 理工学部長

山中 英生 地域づくり 徳島大学社会産業理工学研究部 研究部長

山中 亮一 水質(水環境) 徳島大学環境防災研究センター 准教授

【早明浦ダム再生事業 事業再評価】
事業実施中である早明浦ダム再生事業の事業再評価にあたり、事業の必要性、

事業進捗の見込みなどについて事務局から説明し、学識者の方々に審議をして
いただきました。
審議の結果、早明浦ダム再生事業について「事業継続する判断は妥当であ

る」との意見をいただきました。

【吉野川水系河川整備計画の点検】
国土交通省四国地方整備局では、吉野川水系において、今後概ね３０年間で

実施する河川整備の目標と内容についてまとめた吉野川水系河川整備計画を平
成２１年８月２８日に策定（平成２９年１２月２０日に変更）し、これに基づ
き河川整備を進めているところです。
この度、河川整備計画の点検として、河川に精通している学識経験を有する

者から構成される「吉野川学識者会議」の委員による点検を行い、ご意見をい
ただきました。



河口 委員

田村 委員

木下 委員 武藤 委員

中野 議長

●【令和６年度 第１回 吉野川学識者会議】の会議資料は、徳島河川国道事務所のウェブサイトからダウンロード

することができます。

編集：発行：国土交通省四国地方整備局 徳島河川国道事務所 https://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/

住所：徳島県徳島市上吉野町３丁目３５ 電話番号：０８８－６５４－２２１１（代表）

○被害指標分析を平成17年９月洪水を対象に実施しているが、河川整備計画

の目標である平成16年10月洪水に対しての分析をすることがあれば結果を

共有いただきたい。

○局所的な脆弱部があることが見つかった時点で、上部までしっかり対策を

行うことは妥当であり、事業費増額もやむを得ないと感じた。

○水理模型実験の結果を踏まえて構造変更したとあるが、地盤の脆弱部によ

る掘削量の増加と比べ分かりにくいため、どのような経緯でどのような構

造とするかを示していただく必要があると感じた。

○数年前にヤマセミの調査を依頼し、巣穴を発見したが水没してしまったこ

とがある。ヤマセミの巣穴のために水位を下げるような対応は難しいと思

うが、営巣を促すような施設を設置して成功している事例もあるため、ミ

ティゲーションの１つとして考えていただきたい。

○100億円増ということであるが、再評価として問題であるというご意見は

なかった。また、徳島県・高知県の両知事からも推進の意見があったため、

対応方針は原案どおり「継続」とする形でまとめさせていただく。

角道 委員

平井 委員

岡村 委員 田中 委員

○堤防の整備率を数値で示していただいているが、暫定堤防を完成堤防とし

て扱っているのはどうかと感じる。さらに切り分けもできるのではないか

と感じた。

柴折 委員

●「早明浦ダム再生事業 事業再評価」に関する委員からの主なご意見

金原 委員

上月 委員

山中英生 委員

山中亮一 委員

●「吉野川水系河川整備計画の点検」に関する委員からの主なご意見

●今回主に実施した事業再評価及び点検の項目について

早明浦ダム再生事業 事業再評価

（１）再評価の視点

①事業の必要性等に係る支店

②事業の進捗の見込みの視点

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

（２）地方公共団体からの意見

今後の対応方針

吉野川水系河川整備計画の進捗について

３）事業の進捗状況


